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対象者 128 人のうち，90 人（70.3％）が調査に応答し，ＩＱ相当値 69 以下で
あった 9 人および検査不能 1 人を除く 80 人を解析対象者とした。解析対象者の







（95％信頼区間）は収監 2 回目（/1 回目）3.2（1.0– 10.7），3 回以上（/1 回
目）1.1（0.40-3.13），覚醒剤後遺症 5～6（/4 以下）3.3(1.1– 9.6)，7 以上（/4
以下）6.1(1.8– 20.8)，逮捕前 30 日間に鬱症状あり（/なし）及び，不安・緊張あ
り（/なし）はそれぞれ 2.5(1.0-6.2)であった。 
女子覚醒剤事犯者に対しては，収監回数 2 回目までに薬物依存治療の重要性（必
要性）について十分に情報を提供し，さらに覚醒剤後遺症や精神病症状を有する者
に対しては，薬物依存離脱指導と薬物療法を組み合わせた精神薬物療法を行うこと
が重要である。現在の刑務所における一律的な矯正プログラムは，かえって覚醒剤
事犯者の否認を強め，薬物依存離脱プログラムの効果を阻害する要因となっている
可能性がある。行動変容ステージモデル等に則して依存治療に対するモチベーショ
ンを十分に把握し，それに応じた薬物依存治療や認知行動療法が必要である。ま
た，プログラム終了後や出所後も十分な治療を継続して行うことが出来る社会プロ
グラムや団体プログラム，あるいは施設に繋げるごことが再犯を防止するうえで極
めて重要な意義をもつと考えられる。 
以上の結果から，本論文は現在の刑務所における一律的な矯正プログラムの覚醒
剤犯罪者の再犯防止における問題点を示したうえで，累犯になる前の段階で，薬物
依存治療の重要性（必要性）の重要性に関する認識状況を把握し，行動変容ステー
ジモデル等に則して，患者の依存治療に対するモチベーションを十分に把握し，そ
れに応じた薬物依存治療や認知行動療法が必要であることを示唆したものであり，
公衆衛生学,精神医学の発展に貢献するところが大きい。 
よって審査委員会委員全員は，本論文が著者に博士（医学）の学位を授与するに
十分な価値あるものと認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
